
《第２次 佐久山地区小地域福祉活動計画 ２０２５～２０２９年度》

小地域福祉活動計画って？
将来を見据え、私たちが住んでいる地

域の良いところや課題などを話し合い、み
んなで協力しながら「支え合いの地域づ
くり」(互助・共助)を進めるための「佐
久山地区社会福祉協議会」の計画です。

目指す地域像

佐久山地区の人口構成等

佐久山地区の特色
佐久山地区は奥州街道沿いの宿場町とし

て栄えました。大田原市南西部に位置し清流
箒川が流れ、さくら市・那珂川町・矢板市の
三市町と隣接する緑豊かな田園地帯で、農
業を生業にしている人が多く、また果物栽培
も盛んな地域です。季節によって様々なフルー
ツ(スイカ・梨・イチゴ)が直売所に並びます。
一方で、商店の多い街道沿いには、昔を偲

ばせる記念碑や、春は桜、秋には紅葉の美し
い御殿山公園(佐久山城址)があり、遠方から
も多くの方が訪れ賑わいます。また、福原地区
には那須与一の墓があり、毎年弓道大会が行
われるなど、歴史的文化が薫る地区です。

福原餅つき唄

大田原市

人口

年少人口(0～14歳) 144人 自治会数 １７自治会

生産年齢人口(15～64歳) 1,000人 世帯数 836世帯

高齢者人口(65歳以上)
(うち後期高齢者(75歳以上)人口)

906人
(462人) 高齢化率

大田原市 32.01%

佐久山地区合計 2,050人 佐久山地区 44.20%

R7.1.1現在

佐久山の見どころは盛りだくさん

No 氏 名 役職等

1 滝 田 法 幸 協議体委員長(福祉委員)

2 佐 藤 清 一 協議体副委員長

3 岩 間 孝 佐久山地区社会福祉協議会会長

4 石 﨑 晴 夫 佐久山おもいやり隊総隊長

5 森 利 則 佐久山おもいやり隊副総隊長

6 石 﨑 幸 一 佐久山地区社会福祉協議会地域福祉部長

7 南須原 輝夫 佐久山おもいやり隊副総隊長

8 関 谷 和 子 佐久山地区給食サービス部長

9 本 多 房 雄 佐久山地区活性化協議会会長

10 渡 邊 文 英 民生委員児童委員

11 小林 ミツ子 民生委員児童委員

12 佐藤 ひろ子 民生委員児童委員

13 加 藤 昭 子 民生委員児童委員

14 磯 島 都 子 民生委員児童委員

15 石 﨑 球 枝 主任児童委員

16 阿 部 ル ミ 特定非営利活動法人あすなろ友の会

17 菊 地 孝 行 佐久山地区区長会長

18 福 原 健 治 社会福祉法人至誠会

19 森 睦 朗 実相院住職

20 尾 引 仁 佐久山地区活性化協議会青年部長

21 角 田 剛 雄 若手営農者

22 池 田 紀 子 居場所 あべさんち管理者

23 仲 田 明 美 西部地域包括支援センター

24 中 津 昭 一 佐久山おもいやり隊主任
第２層生活支援コーディネーター
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編集：佐久山地区社会福祉協議会 連絡先：大田原市社会福祉協議会(電話：23-1130)

ふくし祭り

佐久山地区小地域福祉活動計画策定委員
◎委員長 ○副委員長

佐久山地区協議体
支え合いの地域づくりを目指し

て、地域の良いところを生かし、地域
の困りごとを解決していくために、み
んなで話し合い、みんなで取り組む
きっかけを作っていきます。

御殿山の紅葉紅葉まつり お茶会

◎
○

佐久山地区社会福祉協議会
地域みんなのふだんのくらしのしあ
わせを、みんなで考え、みんなで進め
るのが佐久山地区社会福祉協議会
(地区社協)です。
地区社協は地域のふくしのために、

「自分たちの地域を自分たちで良く
していこう」という佐久山地区のみな
さんが主役になる活動です。

佐久山地区おもいやり隊
見守りが必要な方が、慣れ親しん
だ地域で、安心して生活ができるよう、
見守りやちょっとしたお手伝い、
つながりづくりを行っています。

策定委員会



目標 実現のために具体的に取り組むこと 2025 2026 2027 2028 2029

人づくり
地区社協事業・地域の福祉
事業の推進

①地域の皆さんへ声をかけ、福祉活動への参加を促す。

②学校や自治会を通して呼びかけを行い、地域行事への参加を促す。

③ボランティアや地域づくりのための研修会を開催する。

居場所づくり 子どもから高齢者まで楽しく集
まれる居場所づくり

①誰もが気軽に通える交流の場所を増やす。

②魅力あるイベント等居場所の工夫をする。

③外出支援事業の利用で送迎の確保ができるようにする。

④「なごみの広場」や「いこいの広場」の利用を促進する。

情報が伝わる

地域づくり

日頃からのつながりの強化

情報を見てもらうための工夫

①小さい単位での集まりを作り、当事者意識をもつよう働きかける。

②地区回覧から戸別への配布を働きかける。

③目につきやすい場所に掲示板を設置する。

④SNSを活用した、情報発信・共有を進める。

地域住民の一人ひとりが「 」に向けて
佐久山地区が取り組んでいくこと

地域みんながつながっていく地域の催し
笑顔がいっぱいの佐久山

買い物ツアー 外出支援事業

「いこいの広場」 「なごみの広場」

ふくし祭り 男の料理教室

茶話会食事サービス

子どもからお年寄りまであ
らゆる人が「人ごと」を
「わがこと」として、お互い
に支え合える佐久山地区を
つくっていきましょう。

「ふくし」とは
  ふだんのくらしのしあわせ
                を進めること

声掛け・継続

企画・調整・実施・継続

企画・調整・声掛け

企画・PR・実施

実施声掛け・企画

実施企画・PR

実施企画・PR

企画・調整・実施

声掛け・実施・継続

実施・継続

周知・実施・継続企画・調整
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